
本書は細胞外マトリックスに関する実験法を網羅した専門書である。

細胞外マトリックス研究で基本となる実験法から、現在急速に発展し

ている再生医療に関連した新しい実験法までを掲載している。各実験

法の項目については、その分野で活躍している第一線の研究者が執筆

を担当し、基礎的な知識をはじめ、実際に実験を行う上でのコツや注

意点がまとめられている。

これから実験を行いたい読者はもちろん、熟練の研究者でも新たな

発見があるであろう。細胞外マトリックスの実験を行う上で座右の書

となるような一冊である。
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